２０２０・Ｕ１５ジュニアユース　ホッケー日本代表選手選考会について
　全国のホッケーを頑張っている３年生のみなさん、今年度の選考会と海外遠征について、現在の状況と現段階の方向性を連絡させていただきます。

　そして、この状況を理解していただき、現在自分が生活する地域の実情などを含めて、ご家庭で検討していただき、今年度の選考会に参加しようという意思がある３年生は、顧問の先生に自分の意思を伝えて下さい。全国の希望者人数を集約して、選考会開催の詳細を連絡させていただきたいと考えていますので、ご理解、ご協力よろしくお願い致します。

１．今年度の海外遠征について

　現在（６／２９）、オーストラリアには入国できない状況です。パースに行くにも直行便も飛んでいません。そのため、現段階では残念ながら今年度の海外遠征は、行きたくても行けない状況にあります。この状況が変わることを願って、最終の判断の時期をできるだけぎりぎりまで待ちたいと考えていますが、飛行機の予約などの期限があり、８月初旬には判断をさせていただき、10日頃までには選考会の案内についてＨＰでお知らせ致します。３年生には、本当に残念な結果をお伝えすることになる可能性が高い状況ですが、ご理解いただきたいと思います。

２．今年度の選考会について

　毎年開催させていただいている選考会ですが、最大の目標がオーストラリア遠征になっており、３年生のみなさんも、３年間これを目標に頑張ってきてくれた人もいると思います。現時点では、遠征を視野に入れた選考を行う予定ですが、海外遠征ができない場合でも、選考会は実施しようと考えています。

　海外遠征が中止の場合は、国内で代替えの大会か、何かを検討していくつもりです。

現在検討していることは、選ぶ人数を増やして男女３０人程度ずつを選び、国内で東西対抗戦を行うとか、Ｕ１８、高等学校との交流ゲームができないか、など、多くの先生方が意見を出し合い、３年生のみなさんの頑張りに応える何かにできないかと考えています。

　ただ、例年男子約１００人、女子８０人ぐらい（昨年度男子９０人・女子７８人）の参加となれば、同じように開催することは困難になります。その場合は、選考会開催場所をいくつかに分散させたり、全員での宿泊をともなわない１日単位の開催、１日単位の複数日開催などと、感染予防対策とを並行して考え、どのような形なら開催可能かを、検討していきたいと考えています。

３．最後に

　今年度、世界が大変な状況の中、全国の中学３年生のみなさんにとっては、本当に辛くて、悔しい状況が続いています。オーストラリア遠征に行けなくなるかもしれませんが、私個人の意見としては、毎年選考会で「次に繋げるために」という話をさせていただいています。選考会に集まるみなさんは、オーストラリアに行くことだけが目標の選手もいます。でも、オーストラリアに行っても、たくさん悔しい思いをして帰って来る選手もいます。
選考会で落選したこと、その悔しさを次に繋げて頑張ってくれる、選考会で出会った多くの選手から学んだことを次に繋げる、オーストラリアで経験したことを次に繋げる、どんな状況、どんな形でも、何かを学び、次に繋げられる「真の日本代表選手」を目指してほしいと思っています。どんな経験も次に繋げられるかどうかは、その人個人にかかっています。選ばれなくても、オーストラリアに行けなくても、色んな経験から学び、反省し課題を見つけ、目標を持ち、次に繋げられる「真の日本代表選手」は、全員が目指すことができます。２０２０年、この状況の中でも、腐らず、あきらめず、何かを学び、次に繋げられるように頑張ってくれることを、心から願っています。

　今年度のＵ１５の選考会は、こんな状況の中、全国でホッケーを頑張ってくれている３年生の中から、現時点での代表選手を選ぶことと、選考会に参加した選手全員に何かを学び、経験し、その自信や課題を持って帰ってもらうことが目的です。どのような形での実施、そして、海外遠征の有無、色々明確に示せない状況ですが、先生方やホッケー協会の方々は、中学生のことを考え、本当に努力していただいていますので、３年生のみなさんも選考会参加についてご検討いただき、現時点での意思を顧問の先生にお伝え下さい。

　何かご質問等があれば、ご連絡下さい。よろしくお願いいたします。

Ｕ１５海外遠征事務局　幸田　伸也

連絡先090-2119-8001
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